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Sodium absorption stimulator prostasin (PRSS8) has an anti-inflammatory 
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ン(PRSS8)は、1 9 9 4年に米国のJulie C h a oらのグループがヒト精液より精製した分子量40kD aの 
トリプシン様酵素活性をもつセリンプロテアーゼであり、皮膚、膀胱、および肝臓などで抗炎症
作用があることが報告されている。大腸においてPR SS8は、上皮N aチャネルの活性化に関与す 
ると報告されている。K eppnerらの報告では、PRSS8変異ラットを用いた検討では、デキストラン 
硫酸ナトリウム(DSS)腸炎が、対照群と比較してPR SS8変異マウスで腸炎の増悪を認めた。しか 





健常人と炎症性腸疾患患者の大腸粘膜におけるPRSS8 m R N Aの発現を real-time P C R法で検討
した。次に大腸組織におけるPR SS8の発現を免疫組織化学染色法を用いて検討した。腸炎におけ
る PR SS8の機能を解析するため、 別 マ ウ ス と W//f«-Creマウスを交配させ腸管上皮特異 








れた。D SS腸炎の重症度の比較では、体重減少率、Disease activity index、および腸管重量/腸管長
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